
 
事業報告書 
 
◎事業名称 承認日 令和8年1月13日 

R7_第25回商工会青年部全国大会(岩手大会) 
★計画書 

部長  

委員長 當間比奈子 

作成者 具志頭得成 

 
◎担当委員会 STレボリューション委員会 

◎作成者 具志頭得成 

◎開催日時 令和7年11月25日（火）～11月27日（木）※全国大会は26日、27日の2日間で開催 

◎開催場所 ツガワ未来館アピオ（岩手県滝沢市砂込389－20） 

 

1.事業結果 
 
（計画との差異
とその理由） 

・主張発表者は全国からブロック大会を勝ち上がった7名での発表で、関東ブロック 代表
の埼玉県久喜市商工会青年部　竹下学さんが「見えない存在から、照らす存在へ」の
テーマで最優秀賞を受賞した。 
・基調講演　株式会社雨風太陽　高橋　博之 
地方と東京の関係性を基に、ご自身がおこなっている地方創成の講演でした。 
今回の主張発表の内容でも多かった地方創成とリンクし、各地域のいろいろな努力して
いる現状が聞けて、ためになった。 
・参加募集期間が短かかったが、参加目標人数を超える11人名での商工会青年部として
は最後の全国大会の参加となった。 
 
全国大会参加費10,000円　ツアー代金117,000円　合計127,000円 
 
参加者一覧 

2.決算 
 

一般会計決算 総額　200,000円　一般会計事務費1,155円（ 総額1,155円） 
 
事業決算書 

3.総評 ■得られた効果 
「力〜ガンガン行くべ〜」のスローガンの下、岩手県の部員の力強さや全国大会にかける
熱量を感じた。 
大会会場でも、岩手県の特産の熊汁やお肉を食することができ、地元の味にも触れるこ
とができた。 
主張発表では、地域の過疎化や人口減少などの課題を、その厳しい状況の中で、青年
部の活動を通して地域を活性化する手助けや活動などのお話が多く聞かれた。 
この事から、近年の日本は人口減少で大変な思いをしてる事が主張発表を通して強く感
じられた。 
また、沖縄県の他の単会とも移動や食事を共にし、沖縄の部員同士の仲をより深めるこ
とができた。 
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https://docs.google.com/document/d/1gURo9p3cK9CfF0MYfP9Kf6kTYhROImim/edit?usp=drive_link&ouid=100722845631799980866&rtpof=true&sd=true
http://www.apio-iwate.com/index.php/access/
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1nwYCc0eparsOXS4xlgBJofBSSpjWs4yPdefBp4ct1Hg/edit?usp=drive_link
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1-fQY27WQElq7NzaLrBd_5w4ac9FEfLkX/edit?usp=drive_link&ouid=100722845631799980866&rtpof=true&sd=true


■参加者所見 
「仲田光監査」 
宜野湾Impulseがもし最後の全国大会として参加できていなければ、あれほど思い出深
い大会には感じられなかったかもしれない。 
大会テーマの「力」も、もし現地で体感できていなければ、今後の活動に生かそうという気
持ちも生まれなかっただろう。 
また、延泊して陸前高田の被災地を視察し、東日本大震災の話を直接聞く機会がなけれ
ば、3.11について今ほど深く考えるようにはなれなかったと思う。 
もし可能であれば、皆で一緒に行けていれば、さらに多くの気づきや学びを共有できたか
もしれない。 
 
「多和田真斗副部長」 
宜野湾Impulse最後の主張発表大会に参加して各発表者の内容が過疎化、消滅可能性
都市など自分自身恵まれた環境にいるという事を実感した。 
それでも知恵をだしあい力を合わせて行動している同じインパルスとして感銘を受けまし
た。後、数ヶ月しかない宜野湾Impulse活動を大切にしていきたい。 
 
「上原佑太部長」 
宜野湾Impulseとしての最後の全国大会。 
沖縄県青連の目標は100名で参加者も100名 
宜野湾Impulseからは11名の参加であった。 
県青連だけではなく九州・全国の部員さんから宜野湾インパルスのYEG移行を惜しむ声
が聞かれた。 
「力〜ガンガン行くべ〜」のスローガンの下、オープニングアクトでは太鼓の演舞・書道で
大いに盛り上がった。 
主張発表大会では各ブロックを勝ち上がった発表者達が、ステージ中央で力を振り絞っ
た。優勝は関東ブロックの竹下学さん。 
青年部は月ではなく、地域を照らす太陽になるべきだと主張していた。 
物販・飲食ブースでは、岩手県ならではの商品と青年部が試行錯誤した商品がならんで
おり、購買意欲をかき立てられるブースであった。 
笑いあり涙あり下剋上ありの思い出溢れる大会であった。 
 
「神山長圭筆頭副部長」 
式典のやり方や発表のステージの作り方など毎年開催される地域によって全然違うので
勉強になった。 
被災した地域や高齢化による消滅の可能性がある地域などからの出場者の発表は 
我々宜野湾市からは程遠い課題ではあるが、宜野湾Impulseとして地域の復興や活性
化のために何ができるのか、何をしてきたのかの話を聞けただけでもとてもありがたい。
発表者の体験を自分ごとと捉え、宜野湾市でも出来ることに変換していく。 
宜野湾Impulse最後の県外研修が、とても勉強になった。 
 
■當間比奈子委員長所見 
沖縄では過疎化少子高齢化という言葉を聞いても実感しにくいが、全国大会では消滅可
能性自治体に指定されている単会が主張発表を行なっており危機感を感じると共にとて
も考えさせられる会であった。 
impulseとして最後の全国大会、とても良い経験となった。 

4.申し送り事項 懇親会が屋外での開催であったため、寒さ対策が必要。 
今回は全額負担からの、後での返金であったため参加部員の協力が必要であった。 
前入りや後泊の確認は早めにすること。 
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5.事業写真 
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6.領収書
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